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六

構

成

的

グ

ル

ー

プ

･

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

の

基

礎

理

論

(
S
t
r
u
c
t
u
r
e
d

G
r
o
u
p

E
n
c
o
u
n
t
e
r

略

称

Ｓ

Ｇ

Ｅ

)

１

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

と

は

出

会

い

・

・

・

本

音

と

本

音

の

交

流

２

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

の

種

類

非

構

成

的

ベ

ー

シ

ッ

ク

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

構

成

的

｢

構

成

的

｣

と

は

、

｢

枠

を

与

え

る

｣

と

い

う

意

味

。

お

も

な

枠

・

・

・

グ

ル

ー

プ

の

ル

ー

ル

、

グ

ル

ー

プ

サ

イ

ズ

、

時

間

制

限

な

ど

☆

構

成

的

グ

ル

ー

プ

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

を

選

ぶ

理

由

・

短

期

間

で

仲

良

く

な

れ

る

・

体

験

レ

ベ

ル

が

調

節

で

き

る

(

心

的

ダ

メ

ー

ジ

を

減

ら

す

こ

と

が

で

き

る

)

・

課

題

を

学

び

練

習

す

れ

ば

、

誰

で

も

で

き

る

よ

う

に

な

る

３

構

成

的

グ

ル

ー

プ

・

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

の

目

的

ふ

れ

あ

い

(

本

音

と

本

音

の

交

流

)

と

自

他

発

見

(

自

他

の

固

有

性

・

独

自

性

・

か

け

が

え

の

な

さ

の

発

見

)

を

目

標

と

し

、

個

人

の

行

動

変

容

を

目

的

と

す

る

。

・

自

己

を

知

る

・

自

己

を

表

現

す

る

・

自

己

を

主

張

す

る

・

他

者

を

受

け

入

れ

る

・

他

者

を

信

頼

す

る

・

他

者

と

の

か

か

わ

り

を

も

つ

こ

れ

ら

の

こ

と

を

体

験

す

る

４

構

成

的

グ

ル

ー

プ

・

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

の

実

際

①

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

(

導

入

)

ル

ー

ル

の

説

明

や

約

束

②

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

・

ア

イ

ス

ブ

レ

ー

キ

ン

グ

・

メ

イ

ン

の

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

③

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

(

ふ

り

か

え

り

)

認

知

の

拡

大

、

修

正

を

ね

ら

い

と

す

る

話

し

合

い

や

ふ

り

か

え

り

シ

ー

ト

等

※

場

合

に

よ

っ

て

は

介

入

･
･

･

心

的

な

外

傷

の

お

そ

れ

が

あ

る

と

感

じ

た

時

５

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

の

選

び

方

①

初

期

に

は

、

抵

抗

の

少

な

い

も

の

（

楽

し

く

で

き

る

も

の

）

②

中

期

に

は

、

信

頼

関

係

が

深

ま

る

も

の

（

手

を

つ

な

ぐ

も

の

）

③

｢

関

係

が

深

ま

っ

た

ら

、

自

分

を

語

れ

る

も

の

（

自

己

主

張

の

含

ま

れ

る

も

の

）

６

学

級

の

中

で

希

薄

な

人

間

関

係

（

失

敗

で

き

な

い

、

消

極

的

に

な

る

）

固

定

化

さ

れ

た

人

間

関

係

（

あ

き

ら

め

る

、

無

気

力

に

な

る

)

孤

独

・

孤

立

心

的

な

よ

ろ

い

｢

失

敗

が

許

さ

れ

る

よ

う

な

ク

ラ

ス

を

作

る

に

は

・

・

・

｣

｢

固

定

化

さ

れ

た

ク

ラ

ス

を

変

え

て

い

く

に

は

・

・

・

｣

構

成

的

グ

ル

ー

プ

・
エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

〈

人

間

関

係

の

促

進

〉

ホ

ン

ネ

と

ホ

ン

ネ

の

交

流

→

自

己

開

示

安

心

し

て

何

で

も

話

し

合

え

る

雰

囲

気

の

ク

ラ

ス

自

主

的

・

自

発

的

な

行

動

学

習

意

欲

の

向

上



７

Ｑ

―

Ｕ

に

よ

る

学

級

状

態

に

応

じ

た

Ｓ

Ｇ

Ｅ

の

展

開

①

縦

に

伸

び

た

状

態

(

管

理

型

)

〈

リ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

確

立

が

や

や

低

い

学

級

集

団

〉

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

に

ゲ

ー

ム

的

な

要

素

を

盛

り

込

み

、

子

ど

も

た

ち

が

楽

な

感

じ

で

交

流

で

き

る

よ

う

に

展

開

す

る

。

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

で

は

、

教

師

も

自

己

開

示

を

す

る

な

ど

、

役

割

を

超

え

た

か

か

わ

り

の

工

夫

が

必

要

。

②

横

に

伸

び

た

状

態

(

な

れ

あ

い

型
)

〈

ル

ー

ル

の

確

立

が

や

や

低

い

学

級

集

団

〉

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

で

ル

ー

ル

の

確

認

を

簡

単

、

確

実

に

行

い

、

ル

ー

ル

を

守

る

と

い

う

意

識

を

高

め

る

。

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

は

、

や

り

方

が

複

雑

で

な

く

、

短

時

間

で

で

き

る

も

の

が

望

ま

し

い

。

③

な

な

め

に

伸

び

た

状

態

(

荒

れ

始

め

型

)

〈

ル

ー

ル

と

リ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

確

立

が

と

も

に

低

い

学

級

集

団

〉

実

施

す

る

目

的

を

し

っ

か

り

説

明

し

、

同

意

の

上

で

参

加

す

る

と

い

う

約

束

を

す

る

。

心

的

外

傷

を

負

わ

な

い

よ

う

な

配

慮

が

必

要

。

④

左

下

に

集

ま

っ

た

分

布

(

崩

壊

型

)

〈

ル

ー

ル

と

リ

レ

ー

シ

ョ

ン

が

喪

失

し

た

崩

壊

状

態

の

学

級

集

団

〉

無

理

に

実

施

し

な

い

。

子

ど

も

た

ち

一

人

ひ

と

り

が

、

個

別

に

書

い

た

も

の

を

教

師

が

集

め

て

整

理

し

、

一

枚

の

プ

リ

ン

ト

に

し

て

配

布

す

る

な

ど

、

直

接

関

わ

る

こ

と

は

避

け

、

子

ど

も

同

士

の

感

情

交

流

を

う

な

が

す

。

学

級

集

団

の

状

態

の

把

握

が

適

切

に

で

き

れ

ば

、

Ｓ

Ｇ

Ｅ

の

効

果

は

向

上

し

、

学

級

集

団

の

育

成

も

計

画

的

に

で

き

る

。

【
構

成

的

グ

ル

ー

プ

エ

ン

カ

ウ

ン

タ

ー

を

学

校

で

実

施

し

て

い

く

た

め

に

】

①

四

月

、

五

月

、

九

月

は

特

に

重

点

的

に

取

り

組

む

と

よ

い

（

さ

い

こ

ろ

ト

ー

キ

ン

グ

夏

休

み

バ

ー

ジ

ョ

ン

、

す

ご

ろ

く

ト

ー

キ

ン

グ

、

質

問

ジ

ャ

ン

プ

な

ど

）

②

保

護

者

会

で

も

有

効

（

他

者

紹

介

、

と

な

り

の

と

な

り

な

ど

）

③

短

時

間

で

よ

い

の

で

、

こ

つ

こ

つ

積

み

重

ね

る

こ

と

が

大

切

（

朝

の

会

、

帰

り

の

会

な

ど

）

④

同

じ

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

を

繰

り

返

し

実

施

す

る

こ

と

も

有

効

⑤

ね

ら

い

を

明

確

に

伝

え

る

⑥

デ

モ

ン

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

が

大

切

（

特

に

小

学

生

の

場

合

は

、

実

際

に

や

っ

て

み

せ

る

こ

と

が

大

切

）

⑦

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

の

空

気

を

作

る

こ

と

も

大

切
（

バ

ッ

ク

グ

ラ

ン

ド

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

や

明

る

さ

の

調

整

等

の

演

出

で

雰

囲

気

を

出

す

）

⑧

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

の

構

成

の

仕

方

に

つ

い

て

・

一

人

か

ら

二

人

へ

、

そ

し

て

四

人

～

六

人

へ

・

身

体

接

触

の

少

な

い

も

の

か

ら

身

体

接

触

が

必

要

な

も

の

へ

・

表

面

的

な

も

の

か

ら

内

面

的

な

も

の

へ

・

無

理

な

く

自

己

開

示

で

き

る

よ

う

に

構

成

し

て

い

く

こ

と

が

ポ

イ

ン

ト

⑨

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

に

つ

い

て

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

が

自

己

開

示

の

場

あ

る

｢

ア

イ

・

メ

ッ

セ

ー

ジ

｣

で

自

己

開

示

で

き

や

す

い

よ

う

に

う

な

が

す

⑩

抵

抗

に

つ

い

て

・

抵

抗

を

意

思

表

示

で

き

た

こ

と

を

認

め

る

・

タ

イ

ム

キ

ー

パ

ー

や

文

書

配

布

な

ど

の

役

割

を

し

て

も

ら

う

・

表

情

を

見

な

が

ら

、

再

び

参

加

す

る

こ

と

を

促

し

て

も

良

い

・

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

の

時

も

参

加

を

促

し

、

見

学

し

て

い

た

自

分

に

つ

い

て

ふ

り

返

る

こ

と

も

大

切


